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会   期：平成27（2015）年 
       1月2日(金) ～2月15日(日) 
       会期中無休 
開館時間：9：00～17：00 
        ※金曜日は19：00まで ※入館は閉館30分前まで  
        
料   金：一般      
       高・大学生 
       小・中学生 
       ※（ ）内は前売・20名以上の団体料金 
 

11月8日より前売販売開始！ 

1,200円 
700円 
400円 

（1000円） 
（500円） 
（200円） 
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【展覧会概要】 

知られざるプライベートコレクション！ 
朝比奈文庫について 

 日本美術における重要なテーマである女性美は、西洋絵画の感

化を受けた明治期の画壇において、その時代性や表現の革新性を

も盛り込んだ「美人画」へと発展しました。 

 本展は、明治・大正期から昭和初期にかけて絶大な人気を博した

「美人画」に注目し、その三大巨匠と謳われる上村松園、鏑木清方、

伊東深水をはじめ、竹久夢二、中村大三郎、北野恒富、寺島紫明

のほか、大正期に花開いたデカダンスを代表する岡本神草、甲斐

庄楠音などの、妖艶優美な名作の数々を一挙公開するものです。

全87点の作品により、日本の四季、風俗、歴史、文学に着想を得た

女性像の表現豊かな展開と、その姿に託された理想美の在り方を

ご紹介します。 

 このたび紹介する朝比奈文庫は、これまでまと

まった形で公開されることのなかった個人コレク

ションです。朝比奈文庫では、浮世絵の流れを汲

み、古風な江戸情緒と新時代のモダンな風俗を

写す大正・昭和の美人画を中心に収集していま

す。 

 コレクションには、美人画に欠かせない日本の

美しい自然、女性ならではの情念、お洒落・ファッ

ションなどが重要な要素となり、名はあっても作品

があまり公開されない画家たちの「幻の作品」や、

閨秀画家（上村松園、伊藤小坡、栗原玉葉）、人

気挿絵画家（竹久夢二、高畠華宵）などの作品も

含まれています。 

田中針水 《雪庭》 昭和6（1931）年 

鏑木清方 《鴨東静夜》 
昭和期 
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【展覧会構成と内容】 

第一章 雪月花 
 雪月花は四季における美しい

風物をあらわす語として古くか

ら日本で愛好されています。雪

月花の風情は画題としてまこと

にふさわしく、風景画や花鳥画

はもちろん、美人画においても

情緒豊かに展開されてきました。

第一章では、日本古来の風雅

が美人画に昇華された作品を

紹介します。 

上村松園  《美人観月図》 明治25（1892）年頃 

第二章 四季の風情 
 季節のわずかな変化に心を

傾け、その風趣を愛でる文化

は日本特有のものです。第二

章では、一年を通して日本女

性が自然と関わりあう様子を

紹介します。気候や場面に

適った身支度の細やかな描き

分けに加えて、今日では失わ

れつつある日本古来の美意

識や生活の知恵が女性風俗

として描かれているのも鑑賞

のポイントのひとつです。 

第三章 心の内と外～情念と装い 
 社会的制約の多かった江戸時代を舞台とする

物語の主人公や伝説のヒロイン、主体的な新しい

女性像としてのモダンガールは、とりわけ美人画

の画題として人気を博しました。また、浮世絵でも

人気の高い化粧のテーマを近代の画家たちは繰 

第四章 技芸と遊び 
 初々しい舞妓の姿、舞踊などの稽古事に熱心

な市井の女性、すごろく・おはじき等に加えて、時

代とともに広まった西洋伝来のスポーツや遊びを

楽しむ女性も近代美人画に格好の題材となりま

した。第四章では、絵画に託された日本女性の

美しさが、自分を磨き、伝統を敬い、新しい時代

を前向きに生きる聡明さにあることを示します。 

 

り返し美人画に

描いています。

第三章では、心

に葛藤を抱えな

がらも主体的に

生き抜く日本女

性の心に注目し

ます。 

伊東深水 《ほたる》 昭和期 

増原宗一 《いれずみ》 大正期 榎本千花俊 《スキー》 昭和期 
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【関連イベント】 
講演会（広島県立美術館友の会共催） 
日時：1月12日（月・祝） 13：30～15：00 ［受付開始／30分前］ 
演題：「近代美人画の誕生と移り変わり」 
講師：菊屋吉生（本展監修者、山口大学教育学部教授） 
会場：地下講堂（定員／先着200名） 
※聴講無料。事前申込不要。 
 
ワークショップ「紋・アラカルト」 
自分が考えた模様を型紙にし、ステンシルで旗をつくります。 
（協力＝泉美術館） 
日時：1月17日（土） 13：30～15：00 ［受付開始／30分前］ 
講師：松尾真由美（広島市立大学芸術学部講師） 
会場：地下講堂（定員／先着20名、対象／小学4、5、6年生） 
持参物：模様にしたい物の写真 
※参加無料。事前申込必須。当館 082-221-6246（9:00～17:00）まで。 
 
セルフフォト・ワークショップ「絵になる人！」 
特注の和風衣装と金屏風を使って、美人画風に写真撮影してみましょう。 
（協力＝石田あさきトータルファッション専門学校） 
日時：会期中 
場所：3階ロビー 
持参物：カメラ 
※体験無料。 
 
美術講座「美人画を楽しむ」 
日時：1月25日（日） 13：30 ～15：00 ［受付開始／30分前］ 
講師：隅川明宏（当館学芸員） 
会場：地下講堂（定員／先着200名） 
※聴講無料。事前申込不要。 
 
ギャラリートーク 
日時：毎週金曜日 
11：00～（1月2日、 1月9日、1月30日、2月13日） 
17：00～（1月16日、 1月23日、2月6日） 
場所：3階企画展示室 
※当館学芸員が展覧会をご案内します。＊ 要入館券。展示室入口にお集まりください。 

【媒体掲載用の画像提供について】  
※いかなる場合も本プレスリリースからの転用はご遠慮ください。  
※都合により出品作品が異なる場合がございます。ご了承ください。  
※画像については提供が可能です。ご掲載の際に画像がご入り用の場合は、当館までお問い合わせください。 
※画像掲載の際には、画像とテキストが掲載されたレイアウト原稿を事前に当館までご提出いただき、1週間 
   程度お時間を頂戴いたします。ご了承ください。  
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【開催概要】 
展覧会名称 
ジャパン・ビューティ― 
 
サブタイトル 
描かれた日本美人 
 
開催クレジット 
主催 広島県立美術館、広島テレビ 
後援 中国放送、広島ホームテレビ、テレビ新広島、広島エフエム放送、FMちゅーピー76.6MHz、 
    エフエムふくやま、尾道エフエム放送、FMはつかいち76.1MHz、FM東広島89.7 
協賛                、イズミテクノ、JAバンク広島 
企画協力 アートシステム 
 
問い合わせ先 
広島県立美術館 
〒730-0014 広島市中区上幟町2-22   TEL.082-221-6246 FAX.082-223-1444 
E-mail. keiko_yamamoto@nomurakougei.co.jp （山本宛） 
担当 学芸課 隅川明宏  事業推進課 山本恵子 
  
 

ウェブレポーター大募集 
受付日時：1月9日（金） 17：00～18：30 
受付場所：3階ロビー 
対象：ホームページ、ブログ、ツイッター、フェイスブックなどで、本展PRにご協力いただける一般の方。 
※実施当日に限り、本展にご招待。 
 
十二単着付ショー「日本美人にあこがれて」 
日時：1月31日（土） 11：00～11：30／14：00～14：30、2月1 日（日） 11：00～11：30／14：00～14：30 
出演：なごみ会 場所：1階ロビー 
※観覧無料。 
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